
2.事業実施計画　　（４）札幌市環境プラザ

事　業　名 目的・内容（対象・人数等） 時期（回数）

事　業　名 目的・内容（対象・人数等） 時期（回数）

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

展示コーナー
の活用

身近な素材を使い、展示されているテーマに基づき、遊びを通して日常生活
を見つめなおし、環境を考えるきっかけづくりを行います。対象：市民
（紙芝居の読み聞かせ、ビデオ鑑賞、リサイクル工作や実験など）

年2回

継
続

エコアート 市民から作品を募集し、参加型環境保全意識啓発のツールとします。関係機
関と連携し、さまざまな年代の利用者が環境保全や環境問題に興味関心を持
つよう実施します。対象：市民
例）写真、絵画、工作など

年1回程度

継
続

啓発パネル展 利用者に対して、環境保全の推進に必要な問題提起を行います。２階の廊下
に設置されているピクチャーレールに環境保全の推進に向けた意識の醸成や
課題を明示していくための常設パネルを掲示します。対象：市民

年2回更新

〔　ふれあい　　事業〕

継
続

コーディネー
ト業務

環境プラザを中心とし、環境関連施設や環境保全活動団体等のネットワーク
の構築を目指します。名義後援依頼、札幌市の環境保全推進事業については
事務手続きを迅速に行います。

通年

継
続

相談事業 市民・事業所・教育施設などを対象にさまざまな相談に応じる窓口を設置し
ます。環境保全の知識と実践方法を提供し、より多くの市民が環境に関心を
抱き、実際の活動に結び付くよう支援を行います。市民活動団体「えこら
ぼ」と協働で実施します。

4月～3月

継
続

札幌市主催会
議の出席

札幌市の行政情報を的確に捉え、運営に反映するために関係会議へ出席しま
す。

通年

継
続

寄附受理に関
する手続き

物品等の寄附の申し出が発生した場合、事務処理を行い札幌市担当部局へ報
告をします。

通年

継
続

環境プラザ利
用者補助

環境プラザのパソコンや環境研修室の機材の取扱いについて助言を行い支障
なく利用できるよう配慮します。市民対象。

通年

継
続

サタデーテー
リングの登録

サタデーテーリングの参加をとおして、小学生の施設の周知と環境意識の啓
発を行うことを目的とします。

後期
(10～3月)

継
続

全国環境教育
施 設 ネ ッ ト
ワークの参加

全国の環境学習施設との連携を高め、情報の共有を図ります。 通年

継
続

環境活動団体
の登録

環境保全のための活動をしている市民団体の登録を行い、市内の環境活動団
体の把握に努めます。

通年

〔　ささえあい　事業〕　

継
続

施設設備の市
民提供

市民の環境保全活動の促進を目的に環境研修室・ミーティングルーム・パネ
ルボード等の貸出しを行います。市民対象。

通年
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事　業　名 目的・内容（対象・人数等） 時期（回数）

事　業　名 目的・内容（対象・人数等） 時期（回数）
〔　つどいあい　　事業〕

新
規

企業タイアッ
プ業務

主催事業の趣旨に賛同していただいた企業・会社と共同開催や協賛金の出資
等で連携を図ります。対象：市民

年1回程度

新
規

市民連携企画 参加者の意識啓発及び団体同士のネットワークの形成を目的とし、環境活動
を行っている市民団体と共に運営し、一般市民が参加できるイベントや講座
等を実施します。対象：市民
（例：環境くちコミュニティ市）

年1回程度

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

人材育成プロ
グラム
教職員のため
の環境教育

将来を担う子どもたちに還元するために、また地域のオピニオンリーダーと
して環境保全活動を促すために、良質な環境プログラムを体験します。対
象：教職員または環境教育に興味のある市民　２０名。

年2回
各20名

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

環境ポイント
セミナー

大学や研究機関等の専門家と連携し、市民に環境に関する情報の提供を目的
としたセミナーを実施します。対象：市民　２０名。

年3回程度
市民

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

親子で作るエ
コワーク
ショップ

日常的に環境活動を行う家庭の形成を目指し、家庭で取り組める環境活動を
テーマにワークショップを行います。活動協会の組織力を活かし、定山渓自
然の村と連携して行います。事後にはエコクラブ加入などの継続性を目指し
ます。対象：児童と保護者　１５組。

年4回程度
親子
15組

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

施設見学対応
業務

見学者のニーズにあわせた内容で見学プログラムを提供し、興味を高める対
応を行います。対象：市民

通年

新
規

調査・研究 環境教育関連施設や環境事業等の現地調査を行いプラザ運営に反映を目指し
ます。

通年

継
続

環境教育教材
の貸出業務

環境プラザで保有している環境教育教材の貸出しを行い、環境保全教育の促
進を行います。さまざまな団体が利用できるよう配慮します。対象：市民

通年受付

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

学習対応業務 学校と連携を持ち、児童や生徒らが環境保全教育に興味を示すような学習の
支援を行います。
解説用のパネルを作成し、より分かりやすく、興味関心の高揚を促進しま
す。対象：教育機関（小・中学校）

通年

継
続

こどもエコク
ラブ交流会

こどもエコクラブ登録会員のための交流会を行います。実施後はプラザ内や
ホームページ等で交流の様子を市民が閲覧できるよう掲示します。対象：こ
どもエコクラブ登録者　８０名程度。

夏・冬(年2回)

継
続

こどもエコク
ラブ

こどもエコクラブの札幌事務局として登録の手続きのほか児童の環境保全活
動の支援をします。全国組織との事務連絡等を遅延なく遂行します。児童会
館等の当財団施設を活用し、施設利用者にこどもエコクラブの登録を促しま
す。市民対象。

通年

継
続

環境保全アド
バイザー全体
会

環境保全アドバイザー間の情報、意見交換や交流を目的に全体会議を行いま
す。対象：環境保全アドバイザー登録者

年1回

継
続

環境保全アド
バイザー派遣
制度

環境保全活動に取組む市民団体等に環境保全アドバイザーを派遣します。さ
らに多くの市民が環境保全活動を自主的に展開できるよう助言を行います。
パンフレットによる広報を行います。対象：市民

年40回程度

継
続

環境教育リー
ダー全体会

環境教育リーダー間の情報、意見交換や交流を目的に全体会議を行います。
対象：環境教育リーダー登録者

年1回

〔　そだちあい　事業〕　

継
続

環境教育リー
ダー派遣制度

小学校の総合学習や学校教育の場、市民の学習の場等に学習支援や解説を行
う人材の派遣を行います。市民の自主的な環境保全活動の促進を行います。
パンフレットによる広報を行います。対象：市民

年25回程度
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事　業　名 目的・内容（対象・人数等） 時期（回数）

継
続

ホームページ
の管理・更新

ホームページにて札幌市からの情報を含め、環境保全に関する情報提供を行
います。市民が親しみやすい表示に努め、利便性の高い内容の掲載と新鮮な
情報提供を行います。

通年

継
続

展示コーナー
の更新

環境問題に関するテーマを設定し、さまざまな角度で情報提供を行います。
わかりやすく見やすい掲示のための工夫をします。温暖化防止月間等環境関
連の月間や週間、季節にちなんだものを取入れます。

年6回程度

〔　つたえあい　　事業〕

継
続

情報誌の発行 札幌市民に向け、環境プラザの主催事業、展示コーナー、相談窓口等の施設
機能の周知を図るため情報誌の発行を行います。親しみやすい紙面構成を心
掛け、多くの市民の目にとまるよう配布箇所の工夫に務めます。Ａ４両面印
刷5,000部。

年2回程度

継
続

スノー・アイ
スキャンドル
大作戦

活動協会管理施設案統一事業として実施し、施設と活動の周知を行います。
公共４施設が連携して実施します。対象：市民

年1回(2月)

継
続

「デアイバ
チ」フェア

市民活動団体同士、または一般市民・地域・企業・行政等と交流を図る機会
を提供し、市民活動の普及、啓発を図ることを目的に実施します。対象：市
民

年1回（11月)

継
続

カルチャーナ
イト

民間団体の企画に参加し関係者（市民、実行委員、企業など）との連携と公
共4施設の周知などを目的に実施します。実行委員会と協働で行います。対
象：市民

年1回(7月)

継
続

キャンドルナ
イト

企画の関係者（市民、実行委員、企業など）と公共4施設が連携を図り、効果
的な活動の浸透に協力するとともに、各施設の周知などを目的に実施しま
す。対象：市民

年1回(6月)

継
続

北８条通　ア
マとホップの
フラワーロー
ド事業

公共4施設、地域・企業・行政などが協働で地域の企画に参加することで、連
携を深めるとともに公共4施設の広報を目的に実施をします。実行委員会と協
働で行います。対象：市民

年1回
(5～11月)
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